



















一般的な PC の処理能力を 1 とすると、必要な処理能力





廉価且つ手軽に使用できる HPC の構築を目指す。 
 
【方法】HPC を構築する方法には CPU の回路をゼロか
ら設計する方法等いくつかあるが、本研究においてはコス
トを抑制することも目的であるため、シングルボードコン







ター/スレーブそれぞれでプログラムを NFS で共有する。 


















区間[0, 1]を 107 個に分割して区分求積法によってマス
ター単体で計算した結果は、3.14159 26535 89730 94351、
要した時間は約 104 秒であった。πの精度は、Python の
float 型が 53bit のため、式 1 を用いる方法ではこれが限
界である。 
同じ計算を二分割して並列処理した結果、処理時間は約
63 秒に短縮された。1 プロセッサーでの時間を T1、p プ
ロセッサーでの時間を Tp とし、s(p)=T1/Tp を並列効果と
定義すると、今回の並列効果は 1.65 となる。理想は s(p)=p
である。 









数 p、プログラムの並列化率を r としたとき、次式で表さ
れる。 




ている。実測した並列効果 1.65 に式 2 を適用すると、並
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から 25 年までとした。 
 
【結果】1) 年次別人口の推移  
新潟市の総人口は平成 18 年 805,207 人から 25 年には
802,110 人へと推移しており、65 歳未満は減少傾向にあ
る一方で、65 歳以上は増加し、人口に占める 65 歳以上の
割合は 24.9％となっていた。 
2) 年次別の救急搬送人員の推移 
新潟市の年次別救急搬送人員は、18 年 25,228 人から












3) 65 歳未満、65 歳以上の人口と救急搬送人員 





p=0.0018 であり、65 歳以上人口と 65 歳以上救急搬送人
員の間には高度に有意な相関があることが分かった。 
傷病程度別に検討すると、中等症については、65 歳未


















未満と 65 歳以上に区分し検定を行った結果、65 歳以上人
口と救急搬送人員の間には高度に有意な相関があり、さら
に救急搬送人員を傷病程度別に区分し検討してみると、
65 歳以上人口と 65 歳以上の中等症救急搬送人員は高度
に有意な相関がみられた。また、搬送件数の多い急病につ
いて、疾病分類別にみると、循環器系疾患が多くなってい
た。 
今後も新潟市では 65 歳以上人口の増加が見込まれ、年
齢区分別疾病別受療率の傾向からみても、循環器系疾患が
増加すると推測されることから、救急においてもこれらニ
ーズの拡大に対応することが求められる。 
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